06月30日（水）
第325回　関西眼疾患研究会

「久米島スタディーの総括」

澤口昭一先生　（琉球大学　医学部眼科学教室　教授）
「久米島スタディーの総括」と題し久米島スタディーの現在までに解析できている項目につき、ご講演していただきました。
久米島スタディーは緑内障病型、頻度を主に多治見スタディーと比較することで地域差を検討することを目的としてなされました。
沖縄県久米島町で40歳以上の住民5千人を対象とし81.2％の受診率であった。緑内障は7.2％、緑内障疑いが3.6％で、多治見スタディーより多く、NTGやPOAGは多治見スタディーと同等の有病率であった。
一方、閉塞隅角緑内障は地域差が大きいことが知られており、久米島では多治見（0.6%）より閉塞隅角緑内障は有病率2.2％と多く（他には北海道も多いことが知られている）、国際的にみても有病率は高い。またACGとその予備軍は16％と高い。そして女性が男性の約2倍であり、加齢とともに増加する。沖縄ではPACGが多いことが予想されたので、久米島スタディーではSPAC、UBM、IOLマスターの検査を多治見スタディーに追加され、CACGが多いことが特に重点を置いて検討された。高齢者ほど隅角は狭く、毛様体は前方に位置し、虹彩は薄くなっていた。一方、身長体重には相関なく、体格は無関係であった。
久米島住民の隅角は狭いと結論された。女性の方が狭隅角の傾向があり、毛様体は前方に位置し、虹彩の厚みは有意差がなかった。閉塞隅角眼では年齢が高く、短眼軸、遠視傾向であることが確認された。
さらにはLIと角膜内皮細胞についても講演され、角膜内皮細胞に関する疫学調査も同時に行われており様々な要因と内皮細胞減少に対する疫学調査の結果についても述べられた。
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